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巻
頭
対
談
／
近
畿
の
未
来

関
西
を
愛
す
る
関
西
人
に
よ
る
「
関
西
〝
喝
〞
性
化
対
談
」
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前
線

　
　

阪
神
高
速
大
和
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常
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工
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先
進
技
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し
て

大
和
川
線
の
難
工
事
に
挑
む

●
ザ
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

女
性
が
活
躍
で
き
る
、建
設
業
の
魅
力
を
伝
え
た
い
。

チ
ー
ム「
な
ら
ら
小
町
」

●
偉
人
た
ち
の
歴
史
街
道

運
命
に
引
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ら
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に
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命
の
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偉
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関
西
の
土
木
・
建
築

志染川に架かる御坂サイフォン橋北側の山から下りてくる水路管が遠くに見える

南側斜面から見下ろした水路管

57m

756m

志染川水路鋼管
（直径：約１m）

56.5m 54m

御坂サイフォンの構造断面図

北側 南側

兵
庫
県
三
木
市
を
流
れ
る
淡
河
川
と
志
染
川
が
合
流
す
る
志
染
町
。

こ
こ
に
不
思
議
な
名
前
を
持
つ
橋
が
あ
る
。

「
御
坂
サ
イ
フ
ォ
ン
橋
」と
い
う
名
の
水
管
橋
だ
。

一
般
に
は
眼
鏡
橋
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。

明
治
２４
年（
1
8
9
1
年
）、当
時
と
し
て
は
画
期
的
な
事
業
と
し
て
、

当
時
内
務
省
土
木
局
の
顧
問
で
あ
っ
た
イ
ギ
リ
ス
の
陸
軍
少
将
パ
ー
マ
ー
に
よ
っ
て
設
計
さ
れ
た
。

標
高
約
1
3
4
m
の
北
側
の
山
か
ら
、谷
底
の
志
染
川
を
通
り
抜
け
、

標
高
約
1
3
1
m
の
南
側
の
山（
現
在
は
三
木
総
合
防
災
公
園
内
）へ
と
水
を
送
る
水
路
で
、

淡
河
川
疏
水
の
一
部
を
な
し
て
い
る
。

約
2.5
m
の
落
差
に
よ
り
高
い
方
の
山
か
ら
谷
底
を
通
り
低
い
方
の
山
へ
と
流
れ
込
ん
で
い
く

サ
イ
フ
ォ
ン（
逆
サ
イ
フ
ォ
ン
）の
仕
組
み
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

つ
ま
り
志
染
川
に
架
か
る
こ
の
眼
鏡
橋
は
、二
つ
の
山
を
つ
な
ぐ
水
路
管
の
底
で
も
あ
る
の
だ
。

淡
河
川
疏
水
は
、琵
琶
湖
疏
水（
滋
賀
県
〜
京
都
府
）、安
積
疏
水（
福
島
県
）と
並
び
、日
本
三
大
疏
水
の
一
つ
。

疏
水
の
あ
る
印
南
野
台
地
は
、瀬
戸
内
海
気
候
の
小
雨
地
帯
に
位
置
し
、

砂
や
レ
キ
混
じ
り
の
土
質
の
た
め
、地
下
水
も
少
な
く
、水
に
乏
し
い
地
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
住
民
は
か
ね
て
よ
り
河
川
か
ら
水
を
引
く
こ
と
を
渇
望
、

パ
ー
マ
ー
少
将
の
功
績
で
よ
う
や
く
実
現
し
た
。

御
坂
サ
イ
フ
ォ
ン
橋
は
、一
部
改
修
を
さ
れ
て
は
い
る
が

創
設
当
時
の
石
橋
を
崩
さ
ず
、土
木
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

山
か
ら
山
へ
、
谷
底
の
川
を
駆
け
上
る
疏
水

　
〜
御
坂
サ
イ
フ
ォ
ン
橋
〜

お
う
ご
が
わ

し
じ
み
が
わ

し
じ
み
ち
ょ
う

み
さ
か

め
が
ね
ば
し

あ
さ
か

い
な
み
の
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